
弘前大学大学院保健学研究科（博士前期課程）

診療看護師（NP）コース
大学院生募集
●本学は、2027年4月、全国で唯一、放射線看護専門看護師
コースと連動した「NP＋画像診断強化」コースを開設します。

●コースでは、特定行為研修（21区分38行為）を履修できます。

お問い合わせ 弘前大学大学院保健学研究科看護学領域 藤田あけみ　0172-39-5948　　 a_fujita@hirosaki-u.ac.jp
土屋　涼子　0172-39-5940　　 tsuchiya@hirosaki-u.ac.jp

画像診断力を備えたNPが、
へき地医療と医療MaaSを
つなぐ架け橋に

2027年4月
開設予定

入学定員：5名
看護師としての実務経験
（5年以上）を持ち、高度
な医療実践能力を志す者

Nurse Practitioner



本コースでは、医師・多職種と連携した「真のチーム医療」を実践す
る診療看護師を育成します。また、地域住民が安心して医療を受けられ

る社会の実現に向け、クリティカルケアはもちろん、へき地医療や医療

MaaSにも貢献できる高度看護実践者の育成を推進するとともに、
現代社会の多様なニーズに応え、将来にわたり持続可能な医療を提供

できるよう、高度な臨床実践能力・研究能力・教育能力を備え、地域 
医療の発展に貢献できる力を養います。
安心と挑戦をモットーに、社会インフラとしての医療を支えつつ、課題

解決と創造性をもって挑戦し続ける人材の育成を目指します。

高度な臨床実践能力の修得

研究能力と
課題解決能力の向上

科学的根拠に基づいた最新の医療知識と
特定行為を含む高度な技術を習得し、包
括的健康アセスメント能力および医療的
処置マネジメント能力を備え、卓越した看
護実践を展開する能力を獲得します。

臨床現場の課題を抽出し、科学的根拠に
基づいた研究を推進することで、新たな
医療モデルやケア方法を開発・実践できる
能力を身につけます。

多職種連携・
協働能力の強化

倫理的判断と
プロフェッショナリズムの確立

医療チームの一員として、医師、薬剤師
を含む多職種と円滑に連携・協働し、患
者中心の包括的ケアを提供できる能力を
身につけます。

患者の尊厳と権利を尊重し、複雑な倫理
的課題に対して最適解を導き出す倫理的
実践能力を備え、生涯にわたり自己研鑽
を続けるプロフェッショナルとしての姿勢
を確立します。

地域医療への貢献と
リーダーシップ能力の修得

国際的視点と
情報発信能力の育成

地域包括ケアシステムのもとで、その機能
の充実に参画し、地域住民の健康増進、
疾病予防、在宅医療、災害医療など、地域
特性に応じた医療ニーズに対応できるリー
ダーシップを発揮できるようになります。

世界の医療動向に関心を持ち、国際的な
視野で医療課題を捉え、自らの研究成果
や実践知を国内外に発信できる能力を身
につけます。

本コースの開設は関係機関による審査中のため、記載内容には変更が生じる場合があります。
最新情報は保健学研究科公式HP及び募集要項等でご確認ください。
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コース開設申請中
2026年6月現在

● 本コースに２年以上在籍

● 所定の単位（総単位62単位以上）を修得

● 必要な研究指導を受けた上で修士論文の審査

共通科目 8単位

専門科目 54単位
必修科目

教育目標

カリキュラム 修了要件

保健学研究科
公式HP


